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■例会日／2014年1月16日（木）　■開会点鐘／12：30
■会　場／ホテル［辰巳屋］8F
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1月は「ロータリー理解推進月間」です
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　1月はロータリー理解推進
月間です。本日は阿久津パス
トガバナーの講話を拝聴し、

よりロータリーを理解し実践したいと楽しみにしており
ます。
　私も仕事柄繁忙期に入り、経営者の方々と会社の税金
や経営について話す機会が多くなります。そこで話す内
容について理解していただくために大変苦慮しておりま
すが、経営者のタイプにより説明の仕方を変えるように
しています。
　Ａタイプの経営者は物事を頭で考え理解しようとする
タイプです。一字一句税法等を示して逐次報告しなけれ
ば納得してもらえません。
　Ｂタイプの経営者はフィーリングで判断するタイプで
す。例えてお話をして成功談と失敗談を例示し判断して
いただくことにしています。
　Ｃタイプの経営者は頑固一徹タイプです。強い意見を
持っているので、理論的に説明しても「やってみないと
わからないだろう」などと全否定されます。説明を求め
ても「みたらわかるだろう」と受け入れてもらえません。
このタイプは腹を割ってお話をし、誠意を見せなければ
なりません。努力した経緯を見ていただければ理解して
いただけます。
　ロータリーも全ての皆さんに理解していただくことは
大変難しいことと思いますが、県北第一分区の新会員セ
ミナーではロータリーの楽しさを皆さんに理解していた
だけるように誠心誠意努力したいと思います。

第27回 会長挨拶

2013-14年度  会長

紺野　晴郎

例 会 次 第

「ロータリー理解推進月間」にちなんで
阿久津 肇 パストガバナー

■2月6日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・新会員スピーチ
　　志村光昭会員（NTT福島支店長）

　＊誕生祝い　＊「四つのテスト」唱和
　・13：30～　2月理事会（例会終了後）
■2月13日（木） 12：30～「辰巳屋」

　野地利雄ガバナー補佐クラブ訪問
　＊プログラム紹介　＊血圧測定　＊「友」紹介
■2月20（木）→15日（土）に変更
　｢県北第一分区インターシティ・ミーティング」
　ホスト／福島21RC　＊全員登録となっております

　会　場／サンパレス福島
　・15：30～　ミーティング
　・18：30～　懇親会
■2月27日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・新会員スピーチ
　　森　洋一会員（福島テレビ副社長）

例会プログラムのご案内

開会点鐘 紺野晴郎 会長

ロータリー・ソング「我等の生業」
　ソングリーダー 菅野　晋 会員

四つのテスト唱和
 職業奉仕委員会　佐藤武彦 会員

お客様並びに来訪ロータリアン紹介
1月誕生祝い
会長あいさつ  紺野晴郎 会長

─ 食　事 ─

幹事報告  日比野恒夫 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会

　　プログラム担当 古俣　猛 委員

　　ニコニコBOX担当 茂田士郎 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘  紺野晴郎 会長

例会の一コマ・ベトナム留学生チャン・ティ・フェさんへ奨励金の贈呈
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関東大震災
1923年（大正12年）9月1日11：58発生
震源;相模湾中央　マグニチュード7.9
死者;9万9,331人　罹災人口;340万人余
焼失戸数;44万7,128戸
社会不安の兆しがあり、東京・神奈川に戒厳令布告

　1923年9月4日に国際ロータリー会長ガイ・ガ
ンディカーより見舞いの電報※と義援金2万5,000
ドルが寄せられた。
　更にシカゴRCより1,500ドル、サンフランシス
コ、ニューヨークRCより各1,000ドル、その他ア
メリカ、カナダ始め503RCより総額89,000ドル
の義援金が送られた。
※Deepest sympathy Rotary International and all 
Rotary clubs. Is there any particular thing we 
can do.

東京ロータリークラブ
1920年10月20日　創立総会（24名）
会長;米山　梅吉　　幹事;福島喜三次
1921年4月1日　加盟承認　登録番号855

　当初、会員は定款・細則などに対する関心が薄く、
出席も悪かったので、クラブの存続も危ぶまれるほ
どであった。（ロータリー日本60年史）
　大震災に世界中のロータリーが援助の手を差し
伸べてくれたことで、ロータリーの奉仕の精神を学
び、その活動がInternationalであることを改めて認
識した。

「大震災直後における機敏な米国の好意が、日本国
民に与えた感銘は大なるものであったが、同時に東
京クラブはロータリー精神を身に沁みて感得し、世
界の各国民に対し、好意と友情を以て接すること
は、国民外交の要諦であることを知った。」

「わがクラブの歴史」東京ロータリークラブ

東日本大震災
2011年（平成23年）3月11日14：46発生
震源;三陸沖　マグニチュード9.0
死者、行方不明;2万902人

義援金
（2530地区ガバナー事務所に寄せられたもの）
2010-11年度（大橋） 1億 748万 9,910円
2011-12年度（根本） 1億 6,131万 4,571円
2012-13年度（伊藤）  1,934万 4,443円
　総　計 2億 8,814万 9,024円

ロータリーの奉仕とは?

「ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿る」
ポール・ハリス

…FellowshipとServiceは同じレベルの概念
　としてとらえる

「世界は常に変化している。ロータリーはこの
世界とともに変化し、成長していかなければな
らない。ロータリーの物語は、いくども書き替
えられなければならない」

ポール・ハリス

不易流行
　「奥の細道」を旅した俳人芭蕉は、「不易流行」
の思想に辿りついた。「不易」とは、永遠に変わ
らぬ価値であり、「流行」とは休むことなく変化
していく、この世の無常である。
　ロータリーにおいて変えるべきものとは?変
えてはならないものとは?
〔ロータリーの綱領〕〔超我の奉仕〕〔最もよく奉
仕する者最も多く報いられる〕

ロータリーの奉仕理念
　ロータリーは、基本的には一つの人生哲学で
あり、それは利己的な欲求と義務およびこれに
伴う他人のために奉仕したいという感情との間
に常に存在する矛盾を和らげようとするもので
ある。
　この哲学は奉仕─「超我の奉仕」の哲学であ
り、これは「最もよく奉仕する者最も多く報い
られる」という実践的な倫理原則に基づくもの
である。 （決議23-34）

阿久津　肇 パストガバナー
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超我の奉仕　Service above Self

「すべて人にせられんと思うことは、人にもまたその如
くせよ。これ律法（おきて）なり」

マタイ伝

「亡己利他（もうこりた）」は慈悲の極みなり 最澄

｢四摂法（ししょうぼう）｣（布施、愛語、利他行、同事）
菩薩が人を導くとき、四つの正しい方法

「利を求むるに道あり、正しい道は利他の心なり」
 稲盛和夫

奉仕する喜び
｢皆さんの運命は分かりませんが、一つ分かっているこ
とがあります。皆さんの中でいつも心から幸せでいられ
る人は、他人に奉仕する方法を模索し、そして探し当て
た人だけだということを｣
 アルバート・シュバイツァー

｢人は他人から与えられることは嬉しい。だが、与える
ことはもっと嬉しい。いや、人に与えること、人の役に
立っているという意識こそが、そもそも人間の生き甲斐
なのではあるまいか｣ 倉本　聰

「まことの幸福は　人助けから
　Real Happiness is Helping Others」

1992-93年度　RI会長　　　　
クリフォード・ダクターマン

ロータリーマジック
「例会にきちんと出席し、期限までに会費を払い、私は形
の上ではロータリアンでしたが、気持ちの上ではロータ
リアンではなかったのです。ある日父親のいない子供た
ちの世話をするプロジェクトに参加するよう頼まれた
時、すべてが変わりました」

2002-03年度　RI会長　　
ビチャイ・ラタクル

双子クラブ締結  2004年11月

●RI第3800地区マリキナ・ロータリークラブ&福島
ロータリークラブ

●2002-03年度ガバナーEfren De GuzmanとGSE実施
●マリキナ市　マランダイ小学校（児童5,000名）
①困窮児のための栄養食補助事業　②簡易水道事業
③マリキナ市　洪水救援　　　　　④パソコン寄贈
⑤顕微鏡寄贈

奉仕するものは行動しなければならない。従って、ロー
タリーとは単なる心構えのことをいうのではなく、ま
た、ロータリーの哲学も単に主観的なものであってはな
らず、それを客観的な行動に表さなければならない。
 （決議23-34）

何をすべきか?
Participate〈参加〉!

 1968-69年度会長　東ヶ崎 潔
ロータリーに観客席はありません

雨ニモ負ケズ 宮沢賢治

雨ニモマケズ　風ニモマケズ
雪ニモ　夏ノ暑サニモマケズ
丈夫ナ体をモチ　欲ハナク
決シテ瞋（イカ）ラズ　イツモ　シズカニ笑ッテイル
一日ニ玄米四合ト　味噌ト　少シノ野菜ヲタベ
アラユルコトヲ　自分ヲカンジョウニ入レズ
ヨク　ミキキシ　ワカリ　ソシテ　忘レズ
野原ノ松ノ陰ノ　小サナ萱ブキノ小屋ニイテ

東ニ　病気ノコドモアレバ　行ッテ　看病シテヤリ
西ニ疲レタ母アレバ　行ッテ　ソノ稲ノ束ヲ負イ
南ニ　死ニソウナ人アレバ　行ッテ　コワガラナクテモ
イイトイヒ
北ニ　ケンクワヤ　ソショウガアレバ　ツマラナイカラ
ヤメロトイヒ
ヒデリノトキハ　ナミダヲナガシ
サムサノ夏ハ　オロオロ歩キ
ミンナニ　デクノボウト　ヨバレ
ホメラレモセズ　クニモサレズ
サウイウモノニ　ワタシハナリタイ



今週号の編集長
4 佐藤　智英 会員

例会変更のお知らせ
●福島東RC、17日（金）の例会は福
島グリーンパレスにて18時30分より「新年会」
に、福島北RC21日（火）の例会は、休会となって
おりますのでお知らせ致します。
●当クラブ次週23日（木）の例会は25日（土）に変
更し、福島学院大学駅前キャンパスにて15時より
開会されます「県北第一分区新会員セミナー」に変
更しておりますのでご参加の皆様宜しくお願い致
します。

その他のお知らせ
●本日1月理事会議事録を配布しておりますのでご
確認ください。

　幹事報告 日比野恒夫 幹事

他に
有田　吉弘／安藤健次郎／岩田　尚志／海野　卓哉／浦部　　博／江花　　亮／加納　武志／児玉　健夫／古俣　　猛
佐藤　武彦／佐藤　英典／田沼紀美子／坪井　大雄／宮本　行一／藤井　高志／増子　　勉／森　　洋一／渡部　世一

▶紺野　晴郎 会長
劇団四季ウィキッドを観てエメラル

ドの世界へ行ってきました。人の思

いと行動に対する感情のすれ違いが見事に表現された感

動のミュージカルでした。

▶日比野恒夫 幹事
阿久津肇PGのスピーチを楽しみにしています。

▶白岩　康夫 会員
阿久津PGのスピーチを楽しみにしております。ベトナム

留学生フェさんをよろしく。

▶氏川　守義 会員
誕生祝いありがとうございます。74才になり元々自信の

なかった記憶力が更に衰えた感じ…と暫くぶりに会った

大正生まれの長兄に話したら、「ものを忘れるようなこと

は断じてあってはならない」と言われ､返す言葉を失って

しまいました。

▶丹治　正博 会員
初詣に加藤桂一郎先生がお見えになりお声を掛けて頂き

ました。久しぶりにお会いしましたが、だいぶ回復された

お元気な姿に接し、目頭が熱くなりました。遠くない時期

のご復帰を祈るばかりです。

▶加藤　義朋 会員
阿久津PGの卓話を期待します。

▶茂田　士郎 会員
平成になって早や4半世紀がすぎました。昭和が終わっ

た時、当時の小渕長官が新しい年号の「平成」の字を掲げ、

平和な世が続くものと思いました。それにしても近頃の

不穏な空気、今後の4半世紀の日本はどのようになるの

でしょうか。

ニコニコBOX報告 本日のニコニコBOX投入額　25件 ¥50,000 累計  ¥1,347,000

茂田士郎 委員

おめでとうございます

金子與志人 会員　　昭和 42年 1月 2日
土屋　敦雄 会員　　昭和 21年 1月 13日
氏川　守義 会員　　昭和 15年 1月 15日
森　　洋一 会員　　昭和 25年 1月 17日
水野　忠隆 会員　　昭和 19年 1月 19日
吾妻　勝春 会員　　昭和 13年 1月 25日
岩山　知弘 会員　　昭和 41年 1月 25日
小林　仁一 会員　　昭和 32年 1月 27日

「高騰し続ける燃料価格」
　現在、ガソリン価格は1リッター

約158円。これは東日本大震災直後の価格よ
りも高い状態。灯油をはじめ他の燃料において
も過去にない高値水準。原因は、中国やインド
の経済発展による需要の上昇、投機的資金の流
入などによる原油高。それに拍車を掛けている

のが今の「円安」。仕入れ価格は上昇するが、小
売価格に転嫁できず、我々の燃料販売業には
非常に厳しい状況が続いている。ガソリンス
タンドの数を見ても、全国では平成14年に約
52,000軒が、24年末には約37,000軒。県
内のSS数は、14年に約1,000軒が、昨年末
は約700軒と減少し続けている。

管野裕一 会員管野裕一 会員

＊2月プログラムのご案内

古俣　　猛 委員

プログラム・ニコニコBOX小委員会報告 ●ベトナム留学生

チャン・ティ・フェ さん
　＊奨励金の贈呈

お客様並びに来訪ロータリアン


